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中学校段階のフォークダンスの授業における学習者の認知
— タブレットを用いインターネットで調べたフォークダンスを踊ることを中心にした協働学習 —

松　本　奈　緒

Student’s conception of folk dance at junior high school PE class
: cooperative learning their own choice investigating through

PC tablet with internet  

MATSUMOTO, Naho

Abstract
　　The purpose of this study was to grasp actual state of learner’s conception in folkdance unit through balloon 
method at a junior high school. Subjects were 36 7th grade students, who were 17 boys and 19  girls. For analyze 
conception of students, as method balloon method was used in which students fill out free description, and it was 
taken after every dance class. This was analyzed from one dance researcher who working at University with 
ensuring trustworthiness member check was conducted. As a result 921 descriptions emerged. This result suggest 
that student recognized dance variety, particular characteristic, cultural depth based each ethnic, folklore; 
cooperation feeling and cooperative learning from playing a role in group and given an advice from other person or 
group; organic learning activities with clear aim and problem solving; positive feeling for learning folkdance 
although feeling some difficulties.  
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１．諸言
　構成主義において，学習者の認知の重要性が指摘され
ている。構成主義において，学習者の学習概念は既存の
獲得知識の上に構築されるものであり，学習者のこれま
での経験から得た知識によって学習できる内容が異なる
ことが指摘されている（Rovegno and Dolly, 2006；
Solomon, 2006）。学習の成果を測るために，従来，質問
調査紙が用いられてきたが，質問調査紙は調査紙作成者
の意図により設問が設定され，回答者の回答の方向性を
無意識に誘導する可能性があることが指摘され，より本
質的な評価（オーセンティックアセスメント）や学習者
の学習に対する受け取り方についてのエビデンスを提出
することの重要性が指摘されている。
　フォークダンスは , 学習指導要領によると，「踊り方
の特徴をとらえ，音楽に合わせて特徴的なステップや動
きと組み方で踊ることをねらいとしている。また，フォー
クダンスには，伝承されてきた日本の『民踊』や外国の

『フォークダンス』があり，それぞれの踊りの特徴をと

らえ，音楽に合わせてみんなで踊って交流して楽しむこ
とができるようにすることが大切である。」（文部科学省，
2008，p.120）とその特性が示されている。このように
フォークダンスはダンス領域の一部として体育カリキュ
ラムの中に位置づいている（池田，；松本， 2010）。渡辺

（2015）は，「フォークダンスは伝承されてきた日本の
民踊や外国のフォークダンスの特徴をとらえて，基本的
なステップを身につけて感じを込めて踊り，みんなで交
流して楽しむことが大切である。これらを通して，風土
や風習，歴史など文化的背景を理解し，日本や世界の伝
統的な文化を尊重する態度も育てる。」（渡辺，2015，
p.175）とその特性について述べている。民俗舞踊は各
地域に伝承される複雑な動きや形式を伴ったものである
が，学校教育で取り上げる場合，外国や日本の国や地域
で継承された民俗舞踊を学校教育で用いやすいように簡
略化、教材化したものを実施している。しかし，学校教
育分野でのフォークダンスの系統的な学習計画の実施は
少ないことが指摘（渡辺，2015）されており，小学校

Akita University



− 96 −

秋田大学教育文化学部研究紀要　教育科学部門　第 73 集

を対象とした全国的調査においてその実施率は 55.6％
であり，実施している学校の中でも体育以外の時間に取
り扱う例（59.5％）も多い（国枝，2005）。その理由と
して定型のダンスであり習得の過程で楽しさを味あうこ
とが難しいこと，学習者が自ら考え創意工夫する場面が
少なく興味・関心を持ちづらいこと，単元計画を作るに
際し教師が実態に合わせてフォークダンスを選び、習得
し，指導法を考える教材研究に時間がかかることが挙げ
られている（渡辺，2015）。
　それでは，先行研究では，フォークダンス（民俗舞踊）
について，何が明らかとなっているのか。民俗舞踊の動
きや構造，形式の分析，フィールドワークによる報告（安
藤 2006；武田，2005；松下，2005；森下ら，2006）や
教育実践報告（中森，1990），教員を対象とした学校教
育での実施に関する全国調査（国枝，2005）は行われ
ているが，教育においてこれを取り上げ学習者に焦点化
した研究報告は少数である。金城（1975）は，大学生
を対象とし，質問調査紙法を用い琉球舞踊の鑑賞をした
印象から舞踊の美的構造を明らかにすることを試みた。
浅川（2000）は一般人を対象とし，社会人サークルの
日本の民俗舞踊の学習における自由記述の感想文やイン
タビュー，質問調査紙を用いて調査を行い，活動を通し
て身体意識が深まり，体への気づきを伴って動きを自分
のものにしていく，体が「型」の習得から意志による操
作を離れて動き出す，ともに踊ることから他者との共生
感が生まれることを明らかとした。松本（2010，2012）
は大学生を対象に秋田の盆踊りの学習を DVD やモー
ションキャプチャー技術を応用した学習支援装置を用い
て行い，その動きの熟達度と学習者の認知の変化につい
て明らかにした。この研究の結果，練習前と練習後の動
きを比較した際により熟練者の動きに近くなったこと

（松本，2010），学習が進むにつれて学習者はより詳細
に動きの特徴を捉え，意識できるようになったこと（松
本，2012）が明らかとなった。しかし，フォークダン
スを学校教育分野において実施し，学習者の認知に焦点
化した研究，その認知がフォークダンスの特性とどのよ
うな関係があるのか論じた研究は皆無である。そこで本
研究の目的として，中学生を対象とし，単元化したフォー
クダンスの学習を通じ学習者がどんなことを認知したの
かを明らかとすることを目的とする。

２．研究方法
２‒１．研究の手続き，研究対象者，分析方法
　学習者の学習を通じた概念形成に関する認知の研究
は，膨大なソフトデータの分析（Solomon, 2006）の質
的分析によって行われる。本研究では質問調査紙法を用
い，ふきだし法によって学習者の自由記述を採取し分析

の対象とした。ふきだし法については，元来数学教育の
分野において学習者の思考プロセスを知るために用いら
れた方法（亀岡，1992，1996，2012；吉野他，2003）
であるが，学習者の認知や概念形成を知るために松本が
改良し体育分野に適用した（松本，2010，2015，2016，
2017）ものである。この研究は質的研究の手法を踏襲
するものであるので，学習者自身の視点を尊重し自由回
答させる。
　分析方法としては，学習者がふきだし法に回答した内
容をカテゴリー化し分類した。対象者は中学校 1 年生で
あり，全 36 名（男子 17 名，女子 19 名）であった。デー
タ採取については，中学校におけるフォークダンスの単
元において，毎時間授業実施後に行った（資料１）。調
査紙は中央に踊っている学習者の写真，その周りにふき
だしが複数個記入され，「今日のダンスを振り返り気づ
いたこと，学んだことをなるだけ多く書きましょう。（書
ききれなかった場合はふきだしを増やして書き込みま
しょう）」と文章で指示を記したものであった。分析方
法は質的研究の方法にのっとり，ふきだし法にみられる
記述を内容毎に分類しラベルをつけ因子とした。また共
通項のある因子はまとめ，さらに上位の傘概念でラベル
をつけた。なお，記述内容が長い場合は意味毎に区切り，
複数のカテゴリーへと分けて分類した。分析者はダンス
を専門とする大学の研究者１名であり，１名が行った作
業をメンバーチェックにより実践者にも見せ，気づいた
点を指摘・修正する方法を用いた。

資料１　ふきだし法調査用紙
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２‒２．単元計画
　全７時間一単元のフォークダンスの単元である（表１
参照）。１時間目は外国のフォークダンスを踊る，2 時
間目は日本のフォークダンスを踊る，３～５時間目は自
分達で踊りたいフォークダンスを調べ、練習する，６時
間目は兄弟チームで見せ合いとアドバイスをする，7 時
間目は発表会を行った。１，２時間目は教師主導で，３
～７時間目はグループでの自主的活動を中心に行った。
最初の１，２時間目に外国のフォークダンスと日本の
フォークダンスを対比的に学習することでそれぞれの踊
りの特徴が明確になるように意図し学習計画を行った。
外国のフォークダンスとしては，じゃんけんで負けたも
のが勝ったものの後ろにつきながら列になっていくジェ
ンカ（フィンランド），円になって踊るタタロチカ（ロ
シア），フロアに広がって行うトップオブザレインボ―

（アイルランド），２人組や４人組で手や腕を組み合わせ
て踊るスケッタースクエアダンス（アメリカ）を行った。
日本のフォークダンス（民踊）としては，身振り手振り
で歌詞内容を示す振付で構成される炭坑節（福岡県），
円になってきびきびした動きで踊る八木節（群馬県），
三線の音階で構成される特徴的な曲調で円になって踊る
谷茶前（沖縄県），地元秋田県の盆踊りとしてゆっくり
な曲に合わせて優美に踊る角間川盆踊り（秋田県）を行っ
た。学習するフォークダンスを選定する際には，形式の
違いや曲調やスピード，地域性の異なるものを選定した。
３時間目以降はタブレットを用い，インターネット（ユー
チューブ等）で自主的にフォークダンスを調べ，調べた
ものの中から自分達が踊りたいフォークダンスを選びグ

ループでの発表会に向けて練習を行う活動を行った。６
時間目には，兄弟チームでの踊りの見せ合いとアドバイ
ス，お互いにタブレットに撮影した映像を確認しながら
次への目標を決定する活動を行い，協働学習の中で活動
の課題をより明確にする活動を行った。そして，７時間
目には、授業の参加者全員の前での発表会を行った。

３．結果
　研究の結果，全 921 の記述が採取できた。分析の結果，
24 の大因子，74 の小因子が明らかとなった（表２参照）。
　大因子である情意（n=64）は，楽しさ，笑顔、面白い，
好きになった，気軽，楽しむと楽，緊張・不安，恥ずか
しがらず踊る，印象が変わったから構成された。例えば，

「これまでやってきたことがないダンスを踊ることがで
きて楽しかった」（楽しさの小因子），「笑顔で踊り合え
たので、緊張もふっとび、楽しい雰囲気になり良かった
です」（笑顔の小因子）等，活動に対する肯定的な感情
に関する記述がみられた。一方で，「大勢の前だと緊張
する→動きが小さくなった」（緊張・不安）等の否定的
な感情に関する記述も少数であるがみられた。大因子で
ある覚える（n=67）は，覚える，覚えると楽しい，覚
えるのは簡単，覚えるのが難しいができた，覚えるのは
難しい，振付けが難しい，覚えていない，振りを忘れる，
前に行ったから分かるから構成された。例えば，「分か
らないところもみんなで踊っていたのでみんなのを見て
覚えることができました」（覚えるの小因子），「振りつ
けを最後までだいたい覚えられた」（覚えるの小因子），

「すぐに覚えて楽しく踊ることができました」（覚えるの
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表１　フォークダンスの単元計画
１時間目 ２時間目 ３〜５時間目 ６時間目 ７時間目

外国のフォークダン
スを踊る

日本のフォークダン
スを踊る

自分達で踊りたいフォークダンスを調べ，練
習する

兄弟チームで見せ
合いとアドバイス

発表会

1.�ねらいの確認
2.�導入
　�ジェンカで最後
ジャンケン

3.�外国のフォークダ
ンスを踊る

 ・タタロチカ
 ・�トップオブザレイ
ンボー

 ・�スケッタースクエア
ダンス

4.�学習カード（ふき
だし法）の記入

1.�ねらいの確認
2.�前回の復習
 ・ジェンカ
 ・タタロチカ
 ・�トップオブザレイ
ンボー

3.�日本の民踊を踊
る

 ・炭坑節
 ・八木節
 ・谷茶前
4.�地域の民踊を踊
る

 ・角間川盆踊り
5.�学習カード（ふき
だし法）の記入

1.�ねらいの
確認

2.�前回の復
習

 ・炭坑節
 ・八木節
 ・谷茶前
3.�グループ作
り
4.�インターネッ
トでフォーク
ダンスを調
べる

5.�学習カード
（ふきだし
法 ）の記
入

1.�ねらいの
確認

2. �インター
ネットで
フォークダ
ンスを調
べる，調
べたフォー
クダンスを
練習する

3.�学習カード
（ふきだし
法）の記
入

1.�ねらいの
確認

2.�調 べ た
フォークダン
スを練習す
る

3.�学習カード
（ふきだし
法）の記
入

1.�ねらいの確認
2.�調べたフォークダ
ンスを練習する

3.�兄弟チームで見
せ合い（お互い
タブレットで撮影
し合う），アドバイ
スを行う

4.�撮影した映像や
アドバイスを参考
にし今後の課題
を決める

5.�学習カード（ふき
だし法）の記入

1.�ねらいの確認
2.�調べたフォークダ
ンスを練習する

3.�発表会
4.�学習カード（ふき
だし法）の記入
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は簡単の小因子）等，振付けを覚えることそのものや肯
定的に捉える記述がみられた。一方で「いろいろな動作
を覚えるのが非常に難しかった」（覚えるのは難しいの
小因子）等，覚えることを否定的に捉える記述もみられ
た。
　大因子であるダイナミクス（n=21）は，ダイナミクス，
全身を使う，体力，体が温まる，体が軽い，疲れるの小
因子で構成された。例えば，「意外と動きがはげしかった」

（ダイナミクスの小因子），「動きを大きく」（ダイナミク
スの小因子），「全身を使ったダンスが多い」（全身を使
うの小因子），「思ったより疲れる」（疲れるの小因子）
等の記述がみられた。大因子である動き（n=73）は，
動きが多い，動きの種類，動きが複雑，手の動き，手や
足の動き，手先足先，ステップが多い，移動，くり返し，
振付け，踊りの長さ，アレンジ・簡略化の小因子で構成
された。例えば，「動きが多い」（動きが多いの小因子），

「動きが複雑なものがあって大変だった角間川の盆踊り
は足や手の動きが複雑」（動きが複雑の小因子），「足と
手がそろうときれいに踊れる」（手や足の動きの小因子），

「同じような動きを何度もくり返している」（くり返しの
小因子）等動きの種類や形式についての記述がみられた。
また、「少しアレンジした」（アレンジの小因子），「難し
いところを簡単にして踊りやすく工夫することができま
した」（アレンジの小因子）等アレンジして動きを工夫
することについての記述もみられた。大因子である動き
の特徴は，はっきりした動き，案外長い，似ている，社
交ダンスとの類似の小因子で構成される。例えば，「他
のグループでは、はっきりとした動きのフォークダンス
が人気だと思った」（はっきりした動きの小因子），「似
ている動きがあった」（似ているの小因子）等の記述が
みられた。大因子である動きの留意点（n=67）は，こつ・
留意点，課題・改善案，動きの自己観察と留意点の小因
子で構成された。例えば，「前より手の先を意識してで
きた」（こつ・留意点の小因子），「回転しペアを変える
ところをどうしたら上手くいくか話し合いをしてみた
い」（こつ・留意点の小因子），「自分達の問題点を見つ
ける事ができたのでよかった」（課題・改善案の小因子），

「タブレットで自分達が踊っている姿を見て、左右がバ
ラバラな所や手をたたく位置が違ったりしていることが
分かった」（動きの自己観察と留意点の小因子）
　大因子である隊形・パートナーチェンジ（n=20）は，
隊形，間隔，２人組で踊る，ペアの踊り，少人数でも踊
れる，パートナーチェンジの小因子で構成された。例え
ば，「踊る時に輪になったり横一列になったり色々な形
があり面白かったです」（隊形の小因子），「間隔を保つ
ことが大切」（間隔の小因子），「男女がまわりながら位
置がずれるところを上手にできるようにしたい」（パー

トナーチェンジの小因子）
　大因子である多様性・文化（n=162）は，多様性，日
本のと外国との違い，日本らしさ，ダンスを通じて文化
を知る，独自性，独特，男女の違い，奥深い，たくさん
の踊りに触れたい，動きの違い，感じの違い，踊りの由
来の小因子で構成された。例えば，「世界にはいろんな
フォークダンスがあることを知った」（多様性の小因子），

「前回やった海外のフォークダンスは楽しい感じだけれ
ど日本のフォークダンスは味があって良いなと思いまし
た」（日本のと外国のとの違いの小因子），「日本の様々
な独特の踊りを知ることができて良かった」（日本らし
さの小因子），「その地域独特な踊りがあった」（独自性
の小因子），「踊り方の由来を知りたい」（踊りの由来の
小因子）
　大因子である協力・協働（n=139）は，そろうと達成感，
合わせて踊る，協力・チームワーク，交流，協働，役割
分担，自己成長，教え合い，他者のいい所，見て話し合
う，絆の小因子で構成された。例えば，「みんなで合わ
せて踊ることができとてもよかったです」（合わせて踊
るの小因子），「みんなで心を一つにして踊ることができ
ました」（合わせて踊るの小因子），「ダンスは友達との
チームワークが深められたのではないかと思った」（協
力・チームワーク），「ダンスをすると友達と絆を深める
ことができた」（絆の小因子）。「グループで踊りについ
ての色々な意見が出て面白かった」（協働の小因子），

「リーダーを中心にダンスを覚えることができた」（役割
分担の小因子），「友達からのアドバイスもあり改善点が
見つかった」（教え合いの小因子），「相手のダンスを見
たら、私たちが踊ったダンスと違う良い部分をみつける
ことができました」（他者のいい所の小因子）
　大因子である音楽性（n=84）は，タイミング，リズム，
テンポ，音楽，曲に合わせて踊るの小因子で構成された。
例えば，「リズムに合わせて遅れないようにすることが
大切だと思いました」（リズムの小因子），「テンポと動
きを合わせるために体でリズムを感じることが大切だと
感じました」（リズムの小因子），「音楽の特徴をとらえ
た動きを心がける」（音楽の小因子）「ロシアのダンスは
どこか聞き覚えがあるのが多かった」（音楽の小因子），

「工夫して曲に合わせて楽しく踊りたい」（曲に合わせる
の小因子）
　大因子である興味（n=12）は，興味の小因子で構成
される。例えば，「今まで練習したこと以外のダンスや
日本の踊りも踊ってみたい」（興味の小因子），「前まで
はフォークダンスを踊る機会はあまりなかったけど、今
回の授業で興味をもつことができた」（興味の小因子）
の記述がみられた。
　大因子である抱負（n=2）は，抱負の小因子で構成さ

Akita University
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表
2　

ふ
き

だ
し

法
記

述
因

子
お

よ
び

記
述

内
容

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

N
＝

92
1

大
因

子
（

数
）

小
因

子
（

数
）

記
述

内
容

情
意

（
64

）
楽

し
い

（
42

）
と

て
も

楽
し

い
/み

ん
な

で
楽

し
く

踊
る

こ
と

が
で

き
た

と
思

う
/こ

れ
ま

で
や

っ
て

き
た

こ
と

が
な

い
ダ

ン
ス

を
踊

る
こ

と
が

で
き

て
楽

し
か

っ
た

/日
本

の
踊

り
も

楽
し

く
踊

る
こ

と
が

で
き

た
/前

回
に

踊
っ

た
ダ

ン
ス

を
や

っ
た

時
に

思
い

出
し

な
が

ら
す

る
の

が
楽

し
か

っ
た

/は
じ

め
の

こ
ろ

よ
り

ダ
ン

ス
の

楽
し

さ
を

理
解

で
き

た
と

思
い

ま
す

/全
部

の
回

で
楽

し
く

進
ん

で
踊

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
/こ

の
学

習
を

通
し

て
踊

り
の

楽
し

さ
を

改
め

て
実

感
し

ま
し

た
等

笑
顔

（
8）

み
ん

な
笑

顔
で

楽
し

く
踊

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
/ダ

ン
ス

を
す

る
と

つ
か

れ
た

け
ど

笑
顔

に
な

れ
た

/笑
顔

で
踊

り
合

え
た

の
で

，
緊

張
も

ふ
っ

と
び

，
楽

し
い

雰
囲

気
に

な
り

良
か

っ
た

で
す

/全
然

上
手

に
で

き
な

か
っ

た
け

ど
笑

顔
で

踊
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

等
面

白
い

（
3）

面
白

い
/ア

イ
ヌ

の
踊

り
が

意
外

と
面

白
く

て
よ

か
っ

た
で

す
等

好
き

に
な

っ
た

（
1）

ダ
ン

ス
が

好
き

に
な

り
ま

し
た

気
軽

（
1）

ど
ん

な
人

と
で

も
気

軽
に

踊
る

こ
と

が
で

き
る

楽
し

む
と

楽
（

1）
音

楽
が

速
い

と
大

変
だ

け
ど

楽
し

む
と

楽
に

感
じ

た
緊

張
・

不
安

（
6）

大
勢

の
前

だ
と

緊
張

す
る

→
動

き
が

小
さ

く
な

っ
た

/と
て

も
緊

張
し

た
が

い
つ

も
以

上
に

う
ま

く
踊

れ
た

/少
し

不
安

だ
っ

た
等

恥
ず

か
し

が
ら

ず
踊

る
（

1）
恥

ず
か

し
が

ら
ず

き
っ

ぱ
り

踊
り

た
い

で
す

印
象

が
変

わ
っ

た
（

1）
フ

ォ
ー

ク
ダ

ン
ス

の
印

象
が

変
わ

り
ま

し
た

覚
え

る
（

67
）

覚
え

る
（

22
）

分
か

ら
な

い
と

こ
ろ

も
み

ん
な

で
踊

っ
て

い
た

の
で

み
ん

な
の

を
見

て
覚

え
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

/知
ら

な
い

踊
り

で
し

た
が

先
生

の
動

き
を

見
て

覚
え

ら
れ

ま
し

た
（

少
し

）
/だ

ん
だ

ん
覚

え
ら

れ
て

き
た

/分
か

ら
な

い
と

こ
ろ

も
み

ん
な

で
踊

っ
て

い
た

の
で

み
ん

な
の

を
見

て
覚

え
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

/振
り

つ
け

を
最

後
ま

で
だ

い
た

い
覚

え
ら

れ
た

/「
タ

タ
ロ

チ
カ

」
の

ふ
り

つ
け

を
覚

え
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

/今
回

は
グ

ル
ー

プ
で

動
画

を
見

な
が

ら
少

し
だ

け
覚

え
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

/ま
ず

は
覚

え
て

，
そ

の
後

は
楽

し
み

な
が

ら
踊

れ
る

よ
う

に
練

習
し

て
い

き
た

い
/が

ん
ば

っ
て

覚
え

た
い

等
覚

え
る

と
楽

し
い

（
7）

覚
え

て
く

る
と

楽
し

い
（

3）
/ダ

ン
ス

は
し

て
い

る
と

楽
し

く
て

慣
れ

る
と

面
白

く
な

っ
た

/新
し

い
ダ

ン
ス

で
し

た
が

だ
い

た
い

覚
え

て
楽

し
く

み
ん

な
で

踊
れ

ま
し

た
/角

間
川

盆
踊

り
を

テ
レ

ビ
を

み
な

が
ら

覚
え

る
の

は
大

変
だ

っ
た

が
お

も
し

ろ
か

っ
た

/日
本

の
踊

り
は

た
く

さ
ん

あ
っ

て
覚

え
る

こ
と

の
で

き
る

踊
り

は
少

な
か

っ
た

け
ど

楽
し

か
っ

た
覚

え
る

の
は

簡
単

（
8）

す
ぐ

に
覚

え
て

楽
し

く
踊

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
/テ

ン
ポ

は
あ

れ
だ

け
ど

ふ
り

つ
け

が
少

な
い

の
で

覚
え

や
す

い
/民

族
の

踊
り

は
思

っ
た

よ
り

覚
え

や
す

い
等

覚
え

る
の

は
難

し
い

が
で

き
た

（
3）

難
し

い
ふ

り
も

あ
っ

た
け

ど
少

し
覚

え
る

こ
と

が
で

き
た

/見
本

を
見

て
そ

れ
を

記
憶

し
自

分
で

動
い

て
み

る
の

が
と

て
も

難
し

か
っ

た
で

き
が

し
っ

か
り

と
思

い
出

し
て

踊
れ

ま
し

た
等

覚
え

る
の

は
難

し
い

（
5）

前
に

小
学

校
で

踊
っ

た
か

ら
少

し
は

振
り

が
分

か
っ

た
（

ジ
ェ

ン
カ

）
振

付
け

が
難

し
い

（
16

）
動

き
が

多
く

こ
ん

が
ら

か
っ

て
し

ま
う

/動
き

の
ス

テ
ッ

プ
な

ど
分

か
り

づ
ら

く
て

難
し

か
っ

た
/難

し
い

ス
テ

ッ
プ

が
あ

る
が

そ
こ

を
よ

く
見

て
覚

え
て

い
き

た
い

/自
分

の
動

き
が

よ
く

分
か

ら
な

い
等

覚
え

て
い

な
い

（
3）

花
笠

音
頭

を
し

っ
か

り
覚

え
れ

な
か

っ
た

/ご
ま

か
し

て
い

る
部

分
が

あ
っ

た
等

振
り

を
忘

れ
る

（
2）

ち
ょ

っ
と

左
右

ど
ち

ら
か

ら
ふ

り
を

す
る

の
か

忘
れ

て
し

ま
っ

て
い

る
時

が
あ

っ
た

/順
番

を
覚

え
て

い
な

か
っ

た

前
に

行
っ

た
か

ら
分

か
る
（

1）
前

に
小

学
校

で
踊

っ
た

か
ら

少
し

は
振

り
が

分
か

っ
た

（
ジ

ェ
ン

カ
）

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

（
21

）
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
（

6）
意

外
と

動
き

が
は

げ
し

か
っ

た
/動

き
を

大
き

く
/動

き
を

大
き

く
す

る
と

伝
わ

り
や

す
い

等
全

身
を

使
う

（
3）

全
身

を
使

っ
た

ダ
ン

ス
が

多
い

/体
全

体
を

使
う

と
ダ

ン
ス

が
う

ま
く

で
き

た
体

力
（

4）
ダ

ン
ス

が
と

て
も

体
力

を
使

う
も

の
だ

と
分

か
り

ま
し

た
/い

い
運

動
に

な
る

体
が

温
ま

る
（

1）
と

て
も

楽
し

く
て

体
が

温
ま

り
中

も
深

ま
っ

た
気

が
し

ま
し

た
体

が
軽

い
（

1）
意

外
と

体
力

を
使

い
踊

る
前

と
比

べ
て

気
の

せ
い

か
体

が
軽

い
気

が
し

た
疲

れ
る

（
6）

思
っ

た
よ

り
疲

れ
る

/意
外

と
疲

れ
る

等
動

き
（

73
）

動
き

が
多

い
（

2）
動

き
が

多
い

/手
よ

り
も

足
が

た
く

さ
ん

動
く

動
き

の
種

類
（

2）
ジ

ャ
ン

プ
や

交
差

な
ど

も
あ

っ
た

/横
に

向
く

と
い

う
こ

と
を

や
っ

た
動

き
が

複
雑

（
5）

動
き

が
複

雑
な

も
の

が
あ

っ
て

大
変

だ
っ

た
角

間
川

の
盆

踊
り

は
足

や
手

の
動

き
が

複
雑

/難
し

い
ス

テ
ッ

プ
を

取
り

入
れ

ま
し

た
等

手
の

動
き

（
9）

手
を

前
に

押
し

出
す

動
き

が
多

か
っ

た
/足

よ
り

手
を

よ
く

使
っ

て
踊

る
曲

だ
っ

た
手

を
ひ

ね
っ

て
恰

好
よ

く
踊

る
も

の
が

あ
る

/途
中

途
中

手
を

た
た

い
た

り
水

を
す

く
う

よ
う

な
感

じ
だ

っ
た

等
手

や
足

の
動

き
（

11
）

手
だ

け
で

な
く

足
も

よ
く

使
う

も
の

が
多

か
っ

た
/足

の
動

き
に

も
注

意
し

て
踊

り
た

い
/手

拍
子

と
足

の
移

動
の

タ
イ

ミ
ン

グ
が

一
緒

だ
と

思
っ

た
が

よ
く

見
る

と
手

と
足

が
遠

か
っ

た
り

足
が

ク
ロ

ス
し

な
が

ら
動

い
て

い
た

の
で

小
さ

な
と

こ
ろ

も
気

を
つ

け
た

い
等

足
先

手
先

（
2）

足
と

手
が

そ
ろ

う
と

き
れ

い
に

踊
れ

る
/指

先
が

そ
ろ

っ
て

い
る

が
一

つ
一

つ
の

動
き

が
わ

け
ら

れ
て

い
る

と
き

れ
い

な
踊

り
に

な
る

ス
テ

ッ
プ

が
多

い
（

2）
最

後
の

前
に

踊
っ

た
ダ

ン
ス

は
ス

テ
ッ

プ
が

多
く

ト
ル

コ
っ

ぽ
い

感
じ

が
し

ま
し

た
/選

ん
だ

の
は

ス
テ

ッ
プ

や
ス

キ
ッ

プ
が

多
い

曲
だ

っ
た

移
動

（
1）

フ
ォ

ー
ク

ダ
ン

ス
は

ソ
ー

ラ
ン

節
も

移
動

す
る

こ
と

が
分

か
っ

た
く

り
返

し
（

18
）

同
じ

よ
う

な
動

き
を

何
度

も
く

り
返

し
て

い
る

/た
く

さ
ん

の
ダ

ン
ス

を
学

ん
だ

が
ど

れ
も

同
じ

動
き

を
く

り
返

す
部

分
が

あ
っ

た
/フ

ォ
ー

ク
ダ

ン
ス

は
10

～
20

秒
ほ

ど
の

メ
ロ

デ
ィ

が
永

遠
に

く
り

返
さ

れ
る

等
振

付
け

（
7）

円
に

な
っ

て
ま

わ
る

 拍
手

→
手

を
右

か
ら

左
→

か
け

湯
的

な
ふ

り
→

拍
手

/3
組

で
踊

る
シ

ー
ン

が
あ

る
等

踊
り

の
長

さ
（

1）
1
分

間
や

る
こ

と
に

な
っ

た
 長

い
よ

う
な

短
い

よ
う

な
・・

・（
や

っ
て

い
る

と
）

ア
レ

ン
ジ

・
簡

略
化

（
13

）
少

し
ア

レ
ン

ジ
し

た
/難

し
い

と
こ

ろ
を

簡
単

に
し

て
踊

り
や

す
く

工
夫

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

/で
き

る
振

付
け

を
組

み
合

わ
せ

て
簡

単
に

ア
レ

ン
ジ

し
て

踊
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

/最
後

の
部

分
の

決
め

ポ
ー

ズ
を

工
夫

し
た

動
き

の
特

徴
（

4）
は

っ
き

り
し

た
動

き
（

1）
他

の
グ

ル
ー

プ
で

は
，

は
っ

き
り

と
し

た
動

き
の

フ
ォ

ー
ク

ダ
ン

ス
が

人
気

だ
と

思
っ

た
案

外
長

い
（

1）
あ

ん
が

い
長

か
っ

た
似

て
い

る
（

1）
似

て
い

る
動

き
が

あ
っ

た
社

交
ダ

ン
ス

と
の

類
似

（
1）

最
後

に
踊

っ
た

ダ
ン

ス
が

社
交

ダ
ン

ス
み

た
い

だ
な

と
思

い
ま

し
た

動
き

の
留

意
点

（
67

）
こ

つ
・

留
意

点
（

14
）

前
よ

り
手

の
先

を
意

識
し

て
で

き
た

/腰
を

下
げ

て
踊

る
と

格
好

良
か

っ
た

/特
徴

を
つ

か
む

と
そ

れ
に

合
わ

せ
る

こ
と

で
上

手
く

踊
れ

る
と

思
っ

た
/回

転
し

ペ
ア

を
変

え
る

と
こ

ろ
を

ど
う

し
た

ら
上

手
く

い
く

か
話

し
合

い
を

し
て

み
た

い
/女

子
役

の
人

の
手

が
男

子
役

の
人

よ
り

上
に

す
る

こ
と

も
意

識
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
等

中学校段階のフォークダンスの授業における学習者の認知
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題
・

改
善

点
（

51
）

自
分

達
の

問
題

点
を

見
つ

け
る

事
が

で
き

た
の

で
よ

か
っ

た
/交

流
会

を
通

し
て

，
自

分
達

の
良

い
所

や
改

善
点

を
詳

し
く

知
れ

て
良

か
っ

た
/回

っ
て

い
る

時
の

手
の

形
が

ま
だ

で
き

て
な

い
の

で
次

は
が

ん
ば

り
た

い
/次

は
細

か
い

と
こ

ろ
（

足
の

動
き

や
手

の
組

み
方

）
を

中
心

に
頑

張
り

た
い

で
す

/
全

体
的

に
ご

ち
ゃ

ご
ち

ゃ
し

て
る

等
動

き
の

自
己

観
察

と
留

意
点

（
2）

タ
ブ

レ
ッ

ト
で

自
分

達
が

踊
っ

て
い

る
姿

を
見

て
，

左
右

が
バ

ラ
バ

ラ
な

所
や

手
を

た
た

く
位

置
が

違
っ

た
り

し
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
等

隊
形

・
パ

ー
ト

ナ
ー

チ
ェ

ン
ジ

（
20

）

隊
形

（
6）

踊
る

時
に

輪
に

な
っ

た
り

横
一

列
に

な
っ

た
り

色
々

な
形

が
あ

り
面

白
か

っ
た

で
す

/一
列

に
並

ん
だ

り
円

に
な

っ
た

り
あ

る
「

形
」

に
な

っ
て

お
ど

る
/

前
に

進
ん

だ
り

２
人

で
組

に
な

っ
た

り
輪

に
な

っ
た

り
い

ろ
い

ろ
な

踊
り

方
の

ス
タ

イ
ル

が
あ

り
お

も
し

ろ
い

と
思

い
ま

し
た

等
間

隔
（

2）
間

隔
を

保
つ

こ
と

が
大

切
/一

定
の

間
隔

を
と

っ
て

同
じ

足
の

幅
で

踊
る

こ
と

2
人

組
で

踊
る

（
1）

調
べ

て
い

る
と

２
人

で
踊

る
も

の
が

多
か

っ
た

ペ
ア

の
踊

り
（

2）
ペ

ア
で

踊
っ

た
方

が
曲

全
体

を
華

や
か

に
し

て
い

る
と

踊
っ

て
い

て
感

じ
ま

し
た

/ペ
ア

を
作

っ
て

踊
る

と
よ

り
面

白
く

な
っ

た
少

人
数

で
も

踊
れ

る
（

1）
フ

ォ
ー

ク
ダ

ン
ス

は
少

人
数

で
も

踊
れ

る
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

パ
ー

ト
ナ

ー
チ

ェ
ン

ジ
（

8）
男

子
女

子
で

踊
る

ダ
ン

ス
で

ペ
ア

が
変

わ
っ

て
い

く
踊

り
で

し
た

/男
女

が
ま

わ
り

な
が

ら
位

置
が

ず
れ

る
と

こ
ろ

を
上

手
に

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
/

回
転

し
な

が
ら

ペ
ア

を
変

え
る

所
も

ス
ム

ー
ズ

に
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

等
多

様
性

・
文

化
（

16
2）

多
様

性
（

45
）

世
界

に
は

い
ろ

ん
な

フ
ォ

ー
ク

ダ
ン

ス
が

あ
る

こ
と

を
知

っ
た

/フ
ォ

ー
ク

ダ
ン

ス
に

は
様

々
な

種
類

が
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

/知
っ

て
い

る
フ

ォ
ー

ク
ダ

ン
ス

も
知

ら
な

い
フ

ォ
ー

ク
ダ

ン
ス

も
あ

っ
て

お
も

し
ろ

か
っ

た
/外

国
の

フ
ォ

ー
ク

ダ
ン

ス
に

は
思

っ
た

よ
り

種
類

が
あ

っ
て

驚
き

！
！

/脚
の

動
き

方
に

違
い

が
あ

っ
た

そ
の

国
の

中
に

も
そ

れ
ぞ

れ
の

地
方

で
違

っ
た

の
が

あ
っ

た
　

例
）

日
本

―
ア

イ
ヌ

の
民

族
舞

踊
，

盆
踊

り
/フ

ォ
ー

ク
ダ

ン
ス

は
た

く
さ

ん
の

種
類

や
リ

ズ
ム

が
あ

り
，

と
て

も
楽

し
か

っ
た

で
す

等
日

本
の

と
外

国
の

と
の

違
い

（
50

）
日

本
の

踊
り

は
外

国
よ

り
動

き
が

ゆ
っ

く
り

だ
っ

た
/日

本
の

踊
り

は
が

ち
が

ち
で

外
国

の
は

常
に

動
い

て
い

る
/日

本
は

繊
細

な
感

じ
外

国
が

雑
っ

て
い

う
か

お
お

ざ
っ

ぱ
/外

国
と

日
本

の
フ

ォ
ー

ク
ダ

ン
ス

は
リ

ズ
ム

も
速

さ
も

反
対

で
し

た
/外

国
の

フ
ォ

ー
ク

ダ
ン

ス
よ

り
日

本
の

方
が

難
し

か
っ

た
/

日
本

の
ダ

ン
ス

は
み

ん
な

に
て

い
る

が
外

国
の

ダ
ン

ス
は

あ
ま

り
に

て
い

な
い

/前
回

や
っ

た
海

外
の

フ
ォ

ー
ク

ダ
ン

ス
は

楽
し

い
感

じ
だ

け
れ

ど
日

本
の

フ
ォ

ー
ク

ダ
ン

ス
は

味
が

あ
っ

て
良

い
な

と
思

い
ま

し
た

/私
は

外
国

の
踊

り
よ

り
も

日
本

の
踊

り
の

方
が

ふ
り

が
少

な
い

の
で

簡
単

だ
と

思
い

ま
し

た
/外

国
と

日
本

の
踊

り
の

違
い

を
実

際
に

踊
り

実
感

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

等
日

本
ら

し
さ

（
18

）
日

本
の

様
々

な
独

特
の

踊
り

を
知

る
こ

と
が

で
き

て
良

か
っ

た
/日

本
の

踊
り

は
祭

り
で

踊
り

そ
う

な
雰

囲
気

だ
と

感
じ

ま
し

た
/日

本
の

盆
踊

り
は

き
め

細
か

い
/日

本
の

文
化

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
/日

本
は

和
の

踊
り

/手
や

足
を

器
用

に
日

本
の

人
達

は
踊

っ
て

い
た

/日
本

の
曲

は
他

の
国

と
比

べ
て

リ
ズ

ム
が

独
特

だ
っ

た
等

ダ
ン

ス
を

通
じ

て
文

化
を

知
る

（
1）

ダ
ン

ス
は

音
楽

と
動

き
で

日
本

や
外

国
の

文
化

を
知

る
こ

と
が

で
き

る

独
自

性
（

25
）

そ
の

地
域

独
特

な
踊

り
が

あ
っ

た
/そ

の
土

地
の

特
徴

が
表

れ
て

い
た

と
思

っ
た

/日
本

の
フ

ォ
ー

ク
ダ

ン
ス

で
も

そ
の

地
域

や
県

に
よ

っ
て

踊
り

が
全

然
違

う
の

だ
と

分
か

り
ま

し
た

/地
域

や
場

所
の

文
化

が
違

う
と

踊
り

も
違

う
の

だ
と

思
い

ま
し

た
沖

縄
の

踊
り

は
少

し
特

徴
的

で
き

た
/炭

坑
節

は
シ

ー
ン

が
想

像
で

き
る

踊
り

で
面

白
か

っ
た

/他
の

班
の

ロ
シ

ア
の

踊
り

の
曲

調
か

ら
よ

り
ス

ロ
バ

キ
ア

の
踊

り
と

の
違

い
が

伝
わ

っ
て

き
ま

し
た

等

独
特

（
6）

歌
い

方
が

独
特

だ
っ

た
/謎

の
動

き
が

多
い

/そ
の

国
の

文
化

と
し

て
服

も
個

性
的

だ
っ

た
男

女
の

違
い

（
4）

男
子

と
女

子
の

振
り

の
違

い
が

あ
っ

た
/ス

ロ
バ

キ
ア

の
踊

り
を

踊
る

こ
と

に
し

て
男

役
と

女
役

が
あ

る
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

奥
深

い
（

1）
角

間
川

の
盆

踊
り

は
奥

が
深

か
っ

た
た

く
さ

ん
の

踊
り

に
触

れ
た

い
（

2）
も

っ
と

た
く

さ
ん

の
ダ

ン
ス

に
触

れ
て

み
た

い
と

思
い

ま
す

/他
の

踊
り

も
踊

り
た

い
動

き
の

違
い

（
2）

ジ
ェ

ン
カ

は
足

を
つ

か
っ

た
け

ど
タ

タ
ロ

チ
カ

は
体

全
体

を
使

っ
た

/ジ
ャ

ン
プ

な
ど

が
な

い
感

じ
の

違
い

（
3）

ダ
ン

ス
に

よ
っ

て
激

し
い

も
の

も
あ

れ
ば

ゆ
っ

く
り

の
も

の
も

あ
っ

た
/男

子
の

中
で

は
ア

イ
ヌ

が
一

番
地

味
な

感
じ

が
す

る
/花

笠
踊

り
が

一
番

激
し

い
振

り
踊

り
の

由
来

（
5）

踊
り

方
の

由
来

を
調

べ
て

み
た

い
/踊

り
方

の
由

来
を

知
り

た
い

/フ
ォ

ー
ク

ダ
ン

ス
は

な
ぜ

生
ま

れ
た

の
か

知
り

た
い

/い
ろ

ん
な

踊
り

の
踊

り
方

の
由

来
を

調
べ

た
い

等
協

力
・

協
働

（
13

9）
そ

ろ
う

と
達

成
感

（
1）

ダ
ン

ス
が

み
ん

な
と

そ
ろ

う
と

達
成

感
が

あ
っ

た
合

わ
せ

て
踊

る
（

23
）

み
ん

な
で

合
わ

せ
て

踊
る

こ
と

が
で

き
と

て
も

よ
か

っ
た

で
す

/み
ん

な
で

動
き

を
合

わ
せ

る
こ

と
で

ま
と

ま
っ

て
見

え
て

，
き

れ
い

な
ダ

ン
ス

に
な

る
/

息
が

合
え

ば
上

手
く

み
え

ま
し

た
 /

み
ん

な
で

心
を

一
つ

に
し

て
踊

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
等

協
力

・
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
（

36
）

み
ん

な
で

楽
し

く
協

力
し

て
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

た
/チ

ー
ム

ワ
ー

ク
が

大
切

/ダ
ン

ス
は

友
達

と
の

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

が
深

め
ら

れ
た

の
で

は
な

い
か

と
思

っ
た

/相
手

と
動

き
を

合
わ

せ
る

に
は

心
が

通
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
い

う
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

/ク
ラ

ス
で

踊
る

と
さ

ら
に

盛
り

上
が

っ
た

/
大

人
数

で
踊

る
の

が
楽

し
い

/四
人

の
グ

ル
ー

プ
で

団
結

し
て

踊
り

を
成

功
さ

せ
た

い
で

す
交

流
（

3）
た

く
さ

ん
の

ダ
ン

ス
を

踊
っ

て
友

達
と

楽
し

く
ま

た
「

輪
」

が
広

が
っ

た
と

思
い

ま
し

た
/タ

タ
ロ

チ
カ

は
み

ん
な

で
丸

く
な

っ
て

踊
る

の
で

み
ん

な
と

仲
良

く
な

れ
そ

う
協

働
（

8）
グ

ル
ー

プ
で

踊
り

に
つ

い
て

の
色

々
な

意
見

が
出

て
面

白
か

っ
た

/グ
ル

―
プ

で
頑

張
ろ

う
と

す
れ

ば
す

る
ほ

ど
ど

ん
ど

ん
楽

し
く

な
っ

て
頑

張
れ

た
/

グ
ル

ー
プ

の
人

と
上

手
く

踊
れ

る
よ

う
に

工
夫

す
る

な
ど

頑
張

り
た

い
/友

達
と

考
え

を
出

し
合

っ
て

ど
こ

の
部

分
を

踊
る

の
か

決
め

る
が

協
力

し
て

で
き

た
等

役
割

分
担

（
2）

リ
ー

ダ
ー

を
中

心
に

ダ
ン

ス
を

覚
え

る
こ

と
が

で
き

た
等

自
己

成
長

（
4）

楽
し

く
が

ん
ば

ろ
う

と
思

っ
た

こ
と

で
自

分
自

身
も

成
長

で
き

て
よ

か
っ

た
/覚

え
る

こ
と

も
踊

れ
る

よ
う

に
な

る
こ

と
も

，
細

か
い

所
を

チ
ェ

ッ
ク

す
る

こ
と

も
で

き
と

て
も

良
い

ダ
ン

ス
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
等

教
え

合
い

（
23

）
友

達
と

教
え

合
い

支
え

合
え

ば
う

ま
く

で
き

る
（

楽
し

く
，

笑
顔

で
）

/友
達

か
ら

の
ア

ド
バ

イ
ス

も
あ

り
改

善
点

が
見

つ
か

っ
た

/他
の

グ
ル

ー
プ

に
よ

い
ア

ド
バ

イ
ス

を
伝

え
ら

れ
る

こ
と

が
で

き
た

/相
手

の
チ

ー
ム

か
ら

も
ら

っ
た

ア
ド

バ
イ

ス
を

生
か

し
て

が
ん

ば
り

ま
す

/新
た

な
課

題
が

他
の

グ
ル

ー
プ

の
お

か
け

で
発

見
で

き
て

よ
か

っ
た

/み
ん

な
で

教
え

合
い

な
が

ら
，

ダ
ン

ス
を

や
る

こ
と

で
，

よ
り

「
楽

し
む

」
と

い
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た

等
他

者
の

い
い

所
（

25
）

相
手

の
ダ

ン
ス

を
見

た
ら

，
私

た
ち

が
踊

っ
た

ダ
ン

ス
と

違
う

良
い

部
分

を
み

つ
け

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
/他

の
グ

ル
ー

プ
の

発
表

を
見

て
た

く
さ

ん
工

夫
が

凝
ら

さ
れ

て
い

る
な

あ
と

感
じ

た
/相

手
の

グ
ル

ー
プ

の
良

い
所

を
た

く
さ

ん
見

つ
け

る
こ

と
が

で
き

た
/B

組
の

オ
ク

ラ
ホ

マ
ミ

ク
サ

ー
の

完
成

度
が

す
ご

か
っ

た
/他

の
組

の
踊

り
も

見
て

参
考

に
な

る
こ

と
が

あ
っ

て
よ

か
っ

た
等

Akita University
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見
て

話
し

合
う

（
1）

見
て

踊
っ

て
話

し
合

う
こ

と
は

大
切

だ
と

気
づ

く
こ

と
が

で
き

ま
し

た
絆

（
13

）
ダ

ン
ス

を
す

る
と

友
達

と
絆

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

/相
手

と
心

を
通

じ
合

わ
せ

れ
ば

楽
し

く
な

る
と

思
い

ま
し

た
/友

達
と

前
よ

り
仲

よ
く

な
れ

た
気

が
す

る
/皆

で
踊

る
フ

ォ
ー

ク
ダ

ン
ス

を
行

う
こ

と
で

団
結

力
が

深
ま

り
ま

し
た

音
楽

性
（

84
）

タ
イ

ミ
ン

グ
（

7）
タ

イ
ミ

ン
グ

を
合

わ
せ

る
の

が
難

し
か

っ
た

/人
が

入
れ

か
わ

る
タ

イ
ミ

ン
グ

や
ま

わ
る

タ
イ

ミ
ン

グ
を

み
ん

な
と

研
究

し
て

踊
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

/
ダ

ン
ス

の
タ

イ
ミ

ン
グ

が
合

わ
な

い
と

き
は

ふ
り

を
小

さ
く

す
る

と
よ

い
等

リ
ズ

ム
（

31
）

リ
ズ

ム
を

と
る

こ
と

が
大

切
/リ

ズ
ム

に
の

っ
て

楽
し

く
踊

る
こ

と
が

で
き

た
/リ

ズ
ム

に
合

わ
せ

て
遅

れ
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

が
大

切
だ

と
思

い
ま

し
た

/テ
ン

ポ
と

動
き

を
合

わ
せ

る
た

め
に

体
で

リ
ズ

ム
を

感
じ

る
こ

と
が

大
切

だ
と

感
じ

ま
し

た
/速

い
テ

ン
ポ

な
の

で
リ

ズ
ム

を
く

ず
さ

ず
に

踊
る

の
が

難
し

か
っ

た
で

す
日

本
音

頭
は

リ
ズ

ム
に

合
わ

せ
る

の
が

大
変

等
テ

ン
ポ

（
19

）
テ

ン
ポ

が
お

そ
く

覚
え

や
す

い
/ゆ

っ
く

り
で

や
り

づ
ら

い
/テ

ン
ポ

が
速

く
リ

ズ
ム

が
あ

っ
て

お
も

し
ろ

い
か

ら
で

す
/途

中
で

テ
ン

ポ
が

ど
ん

ど
ん

速
く

な
る

/カ
リ

ン
カ

と
い

う
ダ

ン
ス

で
と

て
も

リ
ズ

ム
が

よ
く

少
し

テ
ン

ポ
が

速
い

こ
と

が
分

か
っ

た
等

音
楽

（
23

）
音

楽
が

と
て

も
か

っ
こ

よ
か

っ
た

で
す

/和
楽

と
洋

楽
と

踊
り

を
比

べ
て

速
さ

が
洋

楽
の

方
が

速
か

っ
た

/ゆ
っ

く
り

し
た

曲
が

日
本

の
に

は
多

い
と

思
っ

た
/他

の
班

は
自

分
達

の
曲

と
曲

想
が

違
っ

て
い

ま
し

た
/音

楽
の

特
徴

を
と

ら
え

た
動

き
を

心
が

け
る

/ロ
シ

ア
の

ダ
ン

ス
は

ど
こ

か
聞

き
覚

え
が

あ
る

の
が

多
か

っ
た

等
曲

に
合

わ
せ

て
踊

る
（

4）
工

夫
し

て
曲

に
合

わ
せ

て
楽

し
く

踊
り

た
い

/ス
テ

ッ
プ

は
曲

に
合

わ
せ

る
と

や
り

や
す

い
/音

と
踊

り
が

あ
わ

な
く

て
苦

戦
し

た
興

味
（

12
）

興
味

（
12

）
日

本
の

踊
り

を
覚

え
て

踊
っ

て
み

た
い

で
す

/他
の

踊
り

も
し

て
み

た
い

/
外

国
風

や
日

本
風

の
フ

ォ
ー

ク
ダ

ン
ス

を
調

べ
て

み
た

い
/今

ま
で

練
習

し
た

こ
と

以
外

の
ダ

ン
ス

や
日

本
の

踊
り

も
踊

っ
て

み
た

い
/前

ま
で

は
フ

ォ
ー

ク
ダ

ン
ス

を
踊

る
機

会
は

あ
ま

り
な

か
っ

た
け

ど
，

今
回

の
授

業
で

興
味

を
も

つ
こ

と
が

で
き

た
等

抱
負

（
2）

抱
負

（
2）

本
番

/明
日

が
本

番
で

が
ん

ば
り

た
い

で
す

難
易

度
（

45
）

簡
単

（
7）

「
フ

ォ
ー

ク
ダ

ン
ス

」
と

き
い

て
難

し
そ

う
だ

と
感

じ
た

け
ど

け
っ

こ
う

簡
単

で
楽

し
か

っ
た

/簡
単

な
ふ

り
つ

け
だ

っ
た

か
ら

み
ん

な
で

楽
し

く
お

ど
る

こ
と

が
で

き
た

/意
外

と
簡

単
だ

っ
た

自
然

と
動

け
る

（
2）

動
き

が
分

か
ら

な
い

時
も

自
然

と
体

が
動

き
楽

し
く

踊
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

/動
き

が
分

か
ら

な
く

て
も

楽
し

ん
で

踊
れ

ば
自

然
と

踊
れ

ま
し

た
踊

り
や

す
い

（
2）

ジ
ェ

ン
カ

と
タ

タ
ロ

チ
カ

が
お

ど
り

や
す

か
っ

た
/外

国
の

フ
ォ

ー
ク

ダ
ン

ス
が

私
に

は
合

っ
て

い
る

と
感

じ
ま

し
た

分
か

り
や

す
い

（
1）

民
族

の
踊

り
は

分
か

り
や

す
い

難
し

い
（

33
）

単
純

の
よ

う
で

あ
り

難
し

い
/日

本
の

は
手

の
動

き
が

複
雑

で
難

し
か

っ
た

/足
の

動
き

が
意

外
と

難
し

か
っ

た
/途

中
で

ペ
ア

に
な

っ
て

踊
る

と
こ

ろ
が

難
し

い
/リ

ズ
ム

の
と

り
方

が
ダ

ン
ス

だ
と

難
し

か
っ

た
（

日
本

音
頭

）
/タ

イ
ミ

ン
グ

で
あ

わ
す

こ
と

が
難

し
い

等
大

変
（

1）
ジ

ェ
ン

カ
は

つ
な

が
っ

て
や

る
と

大
変

だ
っ

た
	

調
べ

る
（

21
）

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
検

索
の

成
果

（
18

）
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
色

々
な

国
の

フ
ォ

ー
ク

ダ
ン

ス
を

知
れ

た
/い

ろ
い

ろ
な

ダ
ン

ス
を

調
べ

て
良

さ
を

見
つ

け
る

事
が

で
き

ま
し

た
/ユ

ー
チ

ュ
ー

ブ
で

い
ろ

ん
な

ダ
ン

ス
を

見
た

等
調

べ
た

の
が

違
う

（
1）

調
べ

た
の

と
知

っ
て

い
る

の
が

違
っ

た
の

が
あ

っ
た

キ
ー

ワ
ー

ド
（

2）
「

す
ご

い
」

と
い

う
の

で
や

ば
い

の
が

あ
っ

て
面

白
そ

う
で

し
た

/「
十

億
人

が
泣

い
た

」
と

い
う

の
で

い
っ

ぱ
い

出
て

き
て

す
ご

い
と

思
い

ま
し

た

決
定

（
28

）
踊

る
も

の
決

定
（

28
）

グ
ル

ー
プ

内
で

何
を

踊
る

か
決

め
ら

れ
た

/「
コ

ロ
ブ

チ
カ

」
と

い
う

ロ
シ

ア
の

ダ
ン

ス
を

踊
る

こ
と

に
し

ま
し

た
/ス

ロ
バ

キ
ア

の
踊

り
を

グ
ル

ー
プ

の
皆

と
踊

る
の

が
楽

し
み

で
す

/ア
イ

ヌ
民

族
舞

踊
に

決
定

/日
本

音
頭

を
踊

る
こ

と
に

し
ま

し
た

等
見

て
踊

る
（

5）
映

像
を

見
て

踊
る

（
4）

映
像

を
見

て
少

し
ず

つ
踊

る
こ

と
が

で
き

た
/動

画
を

見
て

覚
え

る
の

は
大

変
だ

っ
た

が
友

達
と

踊
る

の
が

楽
し

か
っ

た
等

ス
コ

ア
誌

を
み

て
も

踊
れ

る
（

1）
ス

コ
ア

誌
で

も
踊

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

の
で

良
か

っ
た

で
す

練
習

（
28

）
練

習
（

27
）

練
習

の
積

み
重

ね
を

大
切

に
し

て
い

き
た

い
で

す
/難

し
い

踊
り

も
何

回
も

練
習

し
て

み
ん

な
で

そ
ろ

え
れ

る
よ

う
に

し
た

い
で

す
/家

で
も

少
し

練
習

し
て

お
こ

う
と

思
っ

た
/「

カ
リ

ン
カ

」
を

何
度

も
練

習
し

上
達

し
ま

し
た

/
今

回
は

踊
り

の
細

か
い

所
を

中
心

に
練

習
で

き
た

/不
真

面
目

な
人

が
い

て
は

か
ど

ら
な

か
っ

た
が

自
分

は
覚

え
ら

れ
た

等
前

よ
り

上
手

く
な

る
（

1）
日

本
の

ダ
ン

ス
を

前
よ

り
上

手
く

踊
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

発
表・

達
成（

56
）

発
表

（
10

）
全

体
で

の
発

表
で

は
練

習
の

成
果

を
発

揮
し

た
/皆

に
見

ら
れ

て
緊

張
し

た
け

ど
し

っ
か

り
踊

れ
た

/み
ん

な
で

楽
し

く
フ

ォ
ー

ク
ダ

ン
ス

を
発

表
で

き
ま

し
た

/発
表

の
時

も
堂

々
と

踊
る

よ
う

に
し

て
い

き
た

い
で

す
等

で
き

ば
え

（
41

）
そ

こ
そ

こ
満

足
の

で
き

る
踊

り
が

で
き

て
よ

か
っ

た
/ダ

ン
ス

は
ほ

と
ん

ど
完

璧
に

踊
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

/今
日

は
良

い
発

表
が

で
き

な
か

っ
た

/
軽

快
に

踊
れ

た
特

に
回

る
所

良
か

っ
た

で
す

/前
回

よ
り

は
う

ま
く

踊
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

/前
回

よ
り

も
本

格
的

に
踊

る
こ

と
が

で
き

た
/練

習
の

成
果

を
発

揮
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
/特

に
ペ

ア
が

か
わ

る
と

こ
ろ

や
手

や
足

の
動

か
し

方
が

上
手

く
な

り
ま

し
た

等
や

り
が

い
・

達
成

感
（

5）
今

ま
で

フ
ォ

ー
ク

ダ
ン

ス
を

続
け

て
き

て
や

り
が

い
を

感
じ

ま
し

た
/ま

と
め

と
い

う
こ

と
で

し
っ

か
り

意
識

し
て

が
ん

ば
れ

た
/し

っ
か

り
と

や
っ

て
き

た
こ

と
を

発
表

し
て

，
や

り
き

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
鑑

賞
（

5）
鑑

賞
（

5）
相

手
グ

ル
ー

プ
の

踊
り

の
特

徴
を

踏
ま

え
な

が
ら

見
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

/友
達

の
発

表
を

見
て

，
回

る
方

向
や

手
を

た
た

く
順

番
が

そ
ろ

っ
て

い
て

，
見

て
い

る
方

も
楽

し
い

気
持

ち
に

な
り

ま
し

た
応

援
（

6）
手

拍
子

や
声

で
応

援
（

6）
他

の
グ

ル
ー

プ
発

表
で

も
手

拍
子

な
ど

し
て

盛
り

上
げ

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
/他

の
人

が
も

り
あ

げ
て

く
れ

た
等

体
験

（
2）

い
つ

も
と

違
う

体
験

（
1）

普
段

や
ら

な
い

こ
と

を
や

っ
て

み
る

の
が

楽
し

か
っ

た
実

施
と

発
見

（
1）

見
て

学
ぶ

だ
け

で
な

く
や

る
こ

と
で

新
た

な
発

見
が

み
つ

け
ら

れ
ま

し
た

復
習

（
1）

今
ま

で
や

っ
た

も
の

の
ふ

り
返

り
（

1）
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

で
は

み
ん

な
で

楽
し

み
な

が
ら

今
ま

で
や

っ
て

き
た

こ
と

を
振

り
返

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
合

図
（

2）
合

図
（

2）
合

図
が

必
要

/1
人

合
図

を
言

う
人

も
手

を
た

た
く

こ
と

が
必

要
だ

と
思

っ
た

か
け

声
や

小
道

具
（

7）
大

き
な

声
や

音
（

5）
声

を
出

し
て

楽
し

く
踊

り
た

い
/そ

し
て

声
も

そ
れ

な
り

の
特

徴
を

掴
め

た
/

途
中

に
で

て
く

る
色

ん
な

掛
け

声
の

意
味

を
知

り
た

い
と

思
っ

た
等

小
道

具
（

2）
も

の
を

使
っ

て
踊

る
も

の
も

あ
っ

た
/刀

を
も

っ
た

人
が

一
人

中学校段階のフォークダンスの授業における学習者の認知
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れる。例えば，「明日が本番でがんばりたいです」（抱負
の小因子）の記述がみられた。
　大因子である難易度（n=45）は，簡単，自然と動ける，
踊りやすい，分かりやすい，難しい，大変の小因子で構
成された。例えば，「『フォークダンス』ときいて難しそ
うだと感じたけどけっこう簡単で楽しかった」（簡単の
小因子），「動きが分からない時も自然と体が動き楽しく
踊ることができました」（自然と動けるの小因子），「ジェ
ンカとタタロチカがおどりやすかった」（踊りやすいの
小因子）等の肯定的な記述がみられた。一方で，「日本
のは手の動きが複雑で難しかった」（難しいの小因子），

「途中でペアになって踊るところが難しい / リズムのと
り方がダンスだと難しかった（日本音頭）」（難しいの小
因子），「ジェンカはつながってやると大変だった」（大
変の小因子）等の否定的な記述もみられた。
　大因子である調べる（n=21）は，インターネット検
索の成果，調べたのが違う，キーワードの小因子で構成
される。例えば，「インターネットで色々な国のフォー
クダンスを知れた」（インターネット検索の成果），「ユー
チューブでいろんなダンスを見た」（インターネット検
索の成果），「『十億人が泣いた』というのでいっぱい出
てきてすごいと思いました」（キーワードの小因子）の
記述がみられた。大因子である決定（n=28）は，踊る
もの決定の小因子で構成された。「グループ内で何を踊
るか決められた」（踊るもの決定の小因子），「アイヌ民
族舞踊に決定」（踊るもの決定の小因子）の記述がみら
れた。大因子である見て踊る（n=5）は，映像を見て踊る，
スコア誌をみても踊るの小因子で構成された。「映像を
見て少しずつ踊ることができた」（映像を見て踊るの小
因子）の記述がみられた。
　大因子である練習（n=28）は，練習，前より上手く
なるの小因子で構成される。「練習の積み重ねを大切に
していきたいです」（練習の小因子），「今回は踊りの細
かい所を中心に練習できた」（練習の小因子），「日本の
ダンスを前より上手く踊ることができました」（前より
上手くなるの小因子）の記述がみられた。
　大因子である発表・達成（n=56）は，発表，できばえ，
やりがい達成感の小因子で構成された。例えば，「全体
での発表では練習の成果を発揮した」（発表の小因子），

「ダンスはほとんど完璧に踊ることができました」（でき
ばえの小因子），「特にペアがかわるところや手や足の動
かし方が上手くなりました」（できばえの小因子），「今
までフォークダンスを続けてきてやりがいを感じまし
た」（やりがい・達成感の小因子）の記述がみられた。
　大因子である鑑賞（n=5）は，鑑賞の小因子で構成さ
れる。例えば，「相手グループの踊りの特徴を踏まえな
がら見ることができました」（鑑賞の小因子）の記述が

みられた。
　大因子である応援（n=6）は，手拍子や声で応援の小
因子で構成された。例えば，「他のグループ発表でも手
拍子などして盛り上げることができました」（手拍子や
声で応援の小因子）の記述がみられた。大因子である体
験（n=2）は，いつもと違う体験，実施と発見の小因子
で構成された。「普段やらないことをやってみるのが楽
しかった」（いつもと違う体験），「見て学ぶだけでなく
やることで新たな発見がみつけられました」（実施と発
見）の記述がみられた。大因子である復習（n=1）は，
今までやったもののふり返りの小因子で構成された。

「ウォーミングアップではみんなで楽しみながら今まで
やってきたことを振り返ることができました」（今まで
やったもののふり返りの小因子）の記述がみられた。大
因子である合図（n=2）は，合図の小因子で構成された。
例えば，「合図が必要」（合図の小因子）の記述がみられ
た。大因子であるかけ声や小道具（n=7）は，大きな声
や音，小道具の小因子で構成された。例えば，「声を出
して楽しく踊りたい」（大きな声や音の小因子），「もの
を使って踊るものもあった」（小道具の小因子）の記述
がみられた。

４．考察
４‒１. フォークダンスの特性との関連について
　フォークダンスは各国や地域特有の踊りの特徴を踊っ
て楽しみ，外国や地域の文化的背景を理解することを目
指す領域である。本研究においても，多様性・文化の大
因子に関する記述量が最も多く（n=162），その記述内
容から，学習者は，踊りの多様性や，踊りの特徴，踊り
の独自性，文化に裏打ちされた踊りの奥深さに気づいた
ことが明らかとなった。また，踊りを通じて文化を知る
ことについても記述がみられ，学習者は踊りを媒介とし
て他文化を知ることができることに，体験を通して気づ
いたことが分かった。特に本研究では，単元計画におい
て意図的に外国のフォークダンスと日本のフォークダン
ス（民踊）を取り上げ，その特徴の差異を体験できるよ
うに計画したが，本大因子内の外国のと日本のとの特徴
の違いの小因子に多くの記述がみられたように，その意
図が効果的であったことが分かる。また，本大因子内に
日本らしさの小因子がみられたことから，普段触れる機
会の少ない日本のフォークダンス（民踊）を行うことで，
踊りに内包される自国である日本の文化的な味わいを意
識できたことが分かる。戦後の学習指導要領のダンス領
域の編纂に関わり，現在のダンス領域の基礎を造った松
本千代栄はインタビューにおいて「創造と伝承というも
のは双璧であるということ，そこに『民踊』という言葉
を入れたのは，やはり自分達は日本人だ，日本の土着に
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生まれ育ったものにふれる必要があるのではないか」（菱
田・岩川，2012，p.69）と日本のフォークダンス（民踊）
を取り扱う重要性について言及した。本研究において日
本のフォークダンス（民踊）を取り上げ，その文化的な
特徴を学習者が踊りを通じて体験できたことは大きな意
義を持つことであると考える。以上のことから，本研究
実践において，学習者は踊りを通じて外国や地域の文化
的背景を意識できたことが明らかとなった。さらに，多
様性・文化の大因子の中に踊りの由来の小因子があり、
これについて知りたいと学習記述したことから，学習指
導要領に「風土や風習，歴史などの踊りの由来を理解し
て踊りの特徴を捉える」ことが望ましいと記載があるが，
これに関しては本研究実践において十分には行えなかっ
たことが挙げられる。本研究において，学習者が参照で
きるこれらの資料が不十分であり，また、インターネッ
ト上で見つかる情報の中にもこれらに関する記述が少な
く，学習者が十分理解できなかったことが推察できる。
渡辺（2015）は日本のフォークダンス（民踊）を教材
として効果的に扱う為の課題のひとつとして，フォーク
ダンスの由来も含めたデータベースを作成し適用するこ
とを挙げているが，本研究実践において，この課題につ
いて到達できなかったことが考えられる。
　次に動き（n=73），動きの特徴（n=4），隊形・パート
ナーチェンジ（n=20）といった動きに関する大因子が
明らかとなったことについてである。動きの大因子内に
動きが複雑，手の動き，手や足の動き，ステップが多い，
動きの違い，感じの違いの小因子が明らかとなり，学習
者は動きの複雑さや手や足の動きが多いこと，各フォー
クダンスによって動きや感じが違うことに気づいたこと
が明らかとなった。さらに隊形・パートナーチェンジ

（n=20）の大因子により，動きの特徴だけでなく，フォー
クダンス特有の形式についても学習者は気づいたことが
明らかとなった。このことから，学習者は学習指導要領
のフォークダンスの特性として記載してある「踊り方の
特徴を捉えること」ができたと考察できる。それに加え，
学習指導要領では，「音楽に合わせて特徴的なステップ
や動きで踊る」ことをその特性として述べている。これ
に関して，本研究では，音楽性（n=84）の大因子が明
らかとなり，学習者はタイミング，リズム，テンポといっ
た音楽の各要素を踊ることを通じて意識でき，曲に合わ
せて踊ることを意識し，また，音楽の特徴そのものにつ
いても気づくことができたことが明らかとなった。この
ことから学習者は音楽と踊りの関係や音楽の特徴や独自
性にも気づき，この特徴に沿った活動を行えたことが明
らかとなった。

４‒２�．自主的なグループ活動としてのフォークダンス
の単元の捉え方

　本研究の対象である授業では，インターネットを用い
て踊るフォークダンスを決定し，自分達で練習を行い仕
上げ，グループ活動を中心とした学習者の自主的活動で
あり，また，発表会の前に兄弟チームでの見せ合いとア
ドバイスの活動を行ったことが特色であった。本研究に
おいて，協力・協働の大因子（n=139），協力・チームワー
ク，交流の小因子が明らかとなり，学習者は活動で協力
できたことを肯定的に捉え，チームワークの大切さに気
づいたことが明らかとなった。また，協働，役割分担の
小因子も明らかとなり，学習者は活動を進めていく上で
意見や考えを出し合って協力して活動を進めていくこ
と，グループ内での役割を意識して活動を行うことを意
識できたことが明らかとなった。また，教え合い，他者
のいい所の小因子も明らかとなり，他者や他のグループ
からのアドバイスを元に課題や改善点をみつけること，
他のグループの踊りの工夫やいい所をみつけることを意
識しその効果に気づいたことが明らかとなった。さらに，
そろうと達成感，合わせて踊る，絆の小因子が明らかと
なり，一緒に合わせて踊ること自体を楽しみ，一体感や
団結力を感じたことが明らかとなった。さらに，動きの
留意点（n=67）の大因子，こつ・留意点，課題・改善
点の小因子が明らかとなったが，学習者は踊りの自主的
学習の中でより上手になるための動きの留意点を意識し
たり，試しに踊ってみることや他者からのアドバイス，
映像を通じての自己観察を通じて課題や改善点に気づく
ことができたことが明らかとなった。自主的学習におい
て，課題や改善点が見つけられないと学習が停滞するが，
学習者はお互いの学び合い活動や動きの自己観察によっ
てこれらを明確にし，充実した学習が行えたことが推察
できる。
　また，大因子として明らかとなった，覚える（n=67），
調べる（n=21），決定（n=28），見て踊る（n=5），練習

（n=28），発表・達成（n=56），鑑賞（n=5）から分かる
ように，これらの活動が明確な意識下で行えたことが明
らかとなった。覚えることに若干の難しさを感じた学習
者もいだが，これらの活動を楽しく簡単、難しいが克服
できる課題だと捉えた記述も多くあった。また，自分達
で調べ，決定し，見て踊ることが成功裏に実施でき，人
前で発表するという最終目標に向けて，努力して練習す
る、発表後にはせきばえを確認しやりがいを感じる，こ
れら有機的な活動によって，自主的な協働学習が上手く
いったと考えられる。
４‒３�．フォークダンスの学習に対する心理的な受け止

め方
　また，心理的側面に関しては，情意（n=64）の難易
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度（n=45），興味（n=64）の大因子が明らかとなった。
情意の大因子の中に楽しい，笑顔，面白いの小因子みら
れ，肯定的な記述数は計 58 であった。一方で緊張・不
安の否定的な小因子での記述数は計６であり，学習者は
おおむね本フォークダンスの活動を好意的に捉えたこと
が明らかとなった。難易度の大因子の中に簡単，自然と
踊れるの小因子がみられ，難易度が低いと捉えた記述数
は 12 であった。一方で難しい，大変の小因子もみられ，
難易度が高いと捉えた記述は 34 であった。このことか
ら，学習者はフォークダンスの活動に難しさを感じたこ
とが明らかとなった。しかし，その記述内容をみると，「日
本のは手の動きが複雑で難しかった」，「足の動きが意外
と難しかった」等，動きの特徴や課題を示すと解釈され
る記述が大多数であり，学習の進行に従って解決される
範囲の難しさであるとも推察できる。また，他の班の選
択したフォークダンスの発表を観ることで，興味が湧き，
他のダンスについても踊って見たいと感じたことが明ら
かとなった。
　
５．結語
　本研究は中学校１年生のフォークダンスの活動を対象
とし，ふきだし法を用いた学習者の自由記述の内容を分
析した研究であるが，分析の結果，以下のことが明らか
となった。本研究において，多様性・文化の大因子が明
らかとなり，その記述内容から，学習者は，フォークダ
ンスの特性である踊りの多様性や，踊りの特徴，文化に
裏打ちされた踊りの奥深さに気づき，また，日本のフォー
クダンスを外国のフォークダンスと共に取り上げたこと
から，その差異や日本の踊りの文化的な味わいや特徴を
意識できたことが明らかとなった。また，自主的なグルー
プ活動や教え合いを中心としたフォークダンスの単元化
は，ダンスの学習を通じた協力や協働を生み、役割意識
や他者の発表やアドバイスによって学び合うことのでき
る有機的な活動として学習者は認識したことが明らかと
なった。さらに情意面においても大多数の学習者が好意
的に受け止め，いくつかの点で難しいと認識しながらも
活動を進めたことが明らかとなった。
　本研究の課題として，対象者の数が 36 名でありそれ
ほど多くなかった為，より多くの対象者を研究の対象と
することが挙げられる。また，今回の研究の信頼性・妥
当性の担保としてメンバーチェックを用いたが，本研究
の信憑性を高めるために，複数のダンス教育の専門家に
よる分析の方が望ましいと考えられる。

付記：�本研究は秋田大学手形地区ヒトを対象とした研究
倫理審査委員会の倫理審査を受け，2017 年 5 月
19 日に認定（第 29‒3 号）の元実施しています .
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